
子どもたちの思考や
探究を「支える」
学びの伴走者へ

多賀城市 ～ ICT整備とDXで拓く新時代の教育～ 概要版

目指す新時代の教育

教員の環境変化

「どう学ぶか」「何を深めるか」
自ら考え、“わかる実感” を
積み重ねるられるように

知識の定着と正確さを重んじ
学びの土台が作られてきた

教員の事務作業をテクノロジーを通じて効率化します。
例えば、資料のペーパーレス化・アンケートのデジタル化
など。これにより授業や個別指導に集中できる体制をつくる
ことで、教育の質を高めます。

児童生徒の環境変化

主なアクション

校務DXによる教員の働き方改革
「ネットの情報は全部信じていいの?」「SNSでのやりとり
で気をつけることは?」といったテーマをみんなで話し合い
ながら、子どもたち自身が考えて判断できるようにして
いきます。こうした学びを通して、デジタル社会における
マナーや責任感を育てていきます。

デジタルシティズンシップ教育

プログラミングでロボットを動かしたり、環境問題をテーマ
にポスターや動画を作ったりするプロジェクトを通じて、子ども
たちが「正解のない問い」に挑戦します。実社会のように、
自分で考え、形にし、発表する経験を積むことで、将来に
活きる創造力を育てていきます。

STEAM教育

自分で「どうやって学ぶか」を考えながら進める授業に取り
組みます。自分たちで調べ学習を進めたり、友だちとアイ
デアを出し合ってプレゼンを作ったりする中で、「課題を見つ
ける→解決方法を考える→実行する」という一連の流れを
体験します。

次世代型授業の推進

教科書を中心とした
「教える」役割

ICTを活用し、業務効率が改善！

一人ひとりの子どもと向き合うことがもっと可能に

多賀城市が目指すスマートスクールは、すべての児童生徒がICTを活用し、未来社会に必要な力を身につける学びの場の
実現です。第2期GIGAスクール構想の視点を踏まえ、端末の配備にとどまらず、授業や教員の働き方そのものを見直し、

効果的で持続可能な教育環境の構築を目指します。

多賀城市のビジョン



これらのビジョンを掲げ、推進力を高めていくとともに、現状の立ち位置を常に確認しながら、課題解決や新たな
取り組みの実践を行えるよう、発展phaseを作成し、現在地がどこなのか？ 次年度強化すべき取り組みは？ を検証します。

機器使用等の不安解消 ITの有効性の認知向上

発展phase

教員の就業環境の向上機器等の積極活用

授業での積極活用 児童生徒の積極活用

情報社会における生きる力の育成児童生徒の成績向上

個別最適な学びの
時間、場所の規制緩和

遠隔地交流

ビッグデータ等の活用

1phase 2phase

3phase

アナログからデジタルへの代替開始

校務・授業準備の効率化・授業での積極活用

5phase

プロジェクトベース型学習等、学習手法の変化発生

4phase
IT使用の日常化。対子どもとの対話時間増

6phase
学力・課題解決能力の向上。新たな価値の創出

デジタル使用に伴う業務効率化

児童生徒の成長イメージ

目指す教員の変化

出会う
1・2年生

電源の入れ方、タブレットの
名前から、デジタルとの関係
がはじまる。

楽しさを知る
3・4年生

宿題の調べ学習を自分の端末
で発表する姿が自然に。

学びを組み立て始める
5・6年生

自分でアプリを選び、発表
資料を作り、データを比べて
考える。

社会とつながる力へ
中学生

探究的な問いを持ち、AIや
データを活用しながら自分の
答えを見つける。

ICTに触れる

ICT支援員のサポートや研修
を通じて、端末やツールの
基本操作に自信が持てる。

校務が効率化される

身につけたICT技術で、
日常業務の負担が大きく
軽減される。

生徒とたくさん向き合える

効率化し、空いた時間で、
子どもと向き合う時間が
増える。

学びの伴走者に

ICTやAIを活用しながら、
子どもの問いや興味から
スタートする「探究的な授業」
を組み立てられるように。

スマートスクールが実現する未来

AIやテクノロジーの台頭によって、社会の変化するスピードは加速しています。目まぐる
しい変化の中において、子どもたちが成長し必要なことは「自ら考え、選び、行動できる力」。
学校は一人ひとりの学びを支えるテクノロジーを駆使して支える基盤として変わり、教員は
“伴走者” として、ともに考え、問いを深める存在へと進化していきます。

自ら考え、
選び、
行動できる力


